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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www.hishinomi-gunma.sakura.ne.jp/~hishimig/   
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2015-４-１ 

 

【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

４
・
５
年
前
頃
か
ら
毎
年
十
一
月

中
旬
に
な
る
と
何
処
か
ら
来
る

の
か
我
が
家
の
狭
い
庭
先
に
二

羽
の
ヒ
ヨ
ド
リ
が
や
っ
て
く
る
。

二
羽
は
い
つ
も
一
緒
に
く
る
。
ヒ

ヨ
ド
リ
は
果
実
や
花
の
蜜
や
繫

殖
期
は
昆
虫
類
も
食
べ
る
よ
う

で
あ
る
。
▼
初
冬
に
入
る
と
山
か

ら
里
に
餌
を
求
め
て
出
稼
ぎ
に

く
る
の
で
し
ょ
う
か
？
我
が
家

の
庭
先
に
あ
る
一
本
の
小
さ
な

キ
ン
カ
ン
の
木
が
実
を
付
け
、
黄

色
く
色
付
く
頃
に
や
っ
て
く
る
。

ヒ
ヨ
ド
リ
た
ち
は
ペ
ア
な
の
か

毎
日
一
緒
に
や
っ
て
来
て
は
色

付
い
た
実
を
つ
い
ば
ん
で
い
る

▼
そ
ん
な
姿
を
窓
越
し
に
、
手
も

使
わ
ず
に
ど
う
し
て
あ
ん
な
に

う
ま
く
食
べ
ら
れ
る
の
か
、
い
つ

も
感
心
し
て
見
て
い
る
。
▼
時
折

「
み
か
ん
」
や
「
リ
ン
ゴ
」
を
置

く
と
、
メ
ジ
ロ
や
他
の
小
鳥
た
ち

も
餌
を
求
め
て
や
っ
て
く
る･･･

そ
の
光
景
に
癒
さ
れ
る
。
▼
三
月

中
旬
頃
に
な
る
と
い
つ
の
間
に

か
姿
を
見
せ
な
く
な
る
。
次
の
餌

場
を
求
め
て
旅
立
っ
た
の
か
？ 

翌
年
も
二
羽
で
来
て
ほ
し
い
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

（ 

大
塚 

誠
二 ) 

 

 

主な検討項目と課題 主な意見、討議内容 検討結果と方向性 

親睦旅行について 

・年々参加者が減少 

・存続の危機 

・参加減の要因は？ 

・参加者増の方策 

・最少実行人員を決め、満たない場合は中止。 

・日帰りと宿泊を１年交替で→日帰旅行は寂しい 

・幹事会メンバーが参加活動強化で継続すべき  

・参加者の妥当な個人負担金額 ⇒15，000円？ 

・会からの補助金増案 ⇒ 例：40人×3，000円 

＝120,000円（現在予算措置無し、対応不可） 

・新ルート開発 ・・・魅力ある旅行に。 

・過去の継続実施を考慮、幹事の個

別折衝等も実施しながら継続する。 

・総会時に状況報告と参加依頼。 

・新ルート開発は当年度トライ。 

 

愛好会について 

・補助金の妥当性 

・愛好会の活性化 

（統合と新設） 

・愛好会会員×1,000円/人を上限とし、これで現 

行より増は据置き、減の場合は再検討の案。 

・親睦旅行と愛好会の補助金が同ﾚﾍﾞﾙは疑問？   

（愛好会を減額し、旅行補助を増額の意見） 

・会の統合＆新設案（囲碁／将棋、ﾊｲｷﾝｸﾞ） 

 

・参加会員1､000円/人で見直し。 

・統合と新設は実施の方向で検討。 

 

 

総会について 

その他 

 
 

・会員名簿配布の見直し⇒個人情報流出防止 

・菱の実会３０周年（Ｈ２８年度）記念事業について 

 （記念行事、記念出版、総会時長寿者の紹介） 

・菱の実だよりのインターネット視聴者増対策 

・訃報者への花代と香典見直し（明確化） 

・ﾈｯﾄ利用者でも会報の紙面受領者多い？ 
配送料：８２円×１２＝年９８４円／年間/人 

（実質年会費の半分） 

＜今度の総会で提案する項目＞ 

（1）親睦旅行への参加依頼。 

（2）会員名簿配布の取扱注意喚起｡ 

（３）愛好会補助金見直しと 
   ハイキング愛好会の新設案。 

（４）「菱の実だより」のインターネット 
視聴者増依頼（経費削減）。 

（５）訃報者花代と香典の規定改定。 

 

＜急告＞ 平成２７年度菱の実会総会 日程変更 のご案内 

前号で、平成２７年度の総会は、４月２１日（火） 開催の予定とご案内いたしましたが、 
会社の諸般の都合（来客、人事異動等）で、５月２７日（水）に変更となりました。 
詳細は次号でご案内致しますので、ご了承下さるようお願い致します。 

 

平成２６年度幹事研修会報告 
今年度の研修会を、２月１９日（木）、前橋市粕川町の「元気ランド」で開催しました。（参加者：１８名） 
今年は、菱の実会運営に関する事項に的を絞り、フリーな意見交換を行いました。 
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順位 氏 名  段級位 勝 敗 得 点 

優勝 関根 正次  １級 ４勝０負 ４００点 

準優勝 寺田  久  五段 ４勝０負 ３７５点 

３位 白井 敬郎  六段 ３勝１分 ３３５点 

４位 窪田 秀治  四段 ３勝１負 3１５点 

５位 鈴木 庄一  ２級 ３勝１負 3１０点 

６位 伊沢昭一郎 五段 ３勝１負 ２8０点 

順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 根岸  昇 0 76 2 10 

準優勝 島  保夫 +3 86 1 15 

３位 千葉  武 0 87 2 9 

４位 本島シゲ乃 0 87 1 13 

５位 高橋 勝美 +2 89 2 8 

６位 井上 征光 0 89 2 7 

７位 田部井秀夫 +3 89 0 14 

第１６回囲碁大会（平成２７年３月） 

３月9日（月）に、ブライダルスクールにて 
開催しました。部屋には暖房（ストーブ）が入り 

テーブル、イスを入れての対戦だったので楽 

に行うことができました。 
今大会はこれまでで最多の14人が参加し、 

4回戦で競い合いました。結果は、関根正次 

さんが４戦全勝、４００点満点という見事な 
成績で優勝しました。関根さんは囲碁愛好会 

で1級に昇格されました。来年も３月の第２ 

月曜日に大会が開催されますので、予定おきください。また、毎月 第二月曜日の午前９時３０分
から月例会を開催していますので、気軽にお出かけしてください。 

 

第７７回冬季グラウンドゴルフ大会 

 冬季グラウンド・ゴルフ大会が去る２月２３日（月）に利根グラウンド・ゴルフ場で１８人の

参加で行なわれました。今回の大会は「みょうぎコース」が芝養生のため使用できませんので、

「あかぎコース」・「はるなコース」を各２周、３２ホールで熱戦がくりひろげられました。 

結果は、安定したプレーをするべテランの根岸 昇さんが優勝しました。尚、愛好会では初めて

の方でも参加できるよう用具を用意してお待ちしておりますので気軽に参加してください。 

 

祝祝  長長寿寿  
（（  喜喜  寿寿  ））  

 

  

  

  小畑 哲男 様 福井県おおい町 77歳(1938/03/04） 

 田畑 虎吉 様 太田市前島町 77歳(1938/03/14） 

 本田  武 様 太田市高林北町 77歳(1938/03/29） 

 千葉  武 様 太田市粕川町 77歳(1938/03/30） 

 

 

 

 



  

  

朔太郎記念館 

【 会員投稿 】 ピケティの『21世紀の資本論』とビアスの『悪魔の辞典』の紹介(上)  
鳥取市 高橋正晨 

  フランスを代表する経済学者のトマ･ピケティが『21 世紀の資

本論』という 700 頁､厚さ５センチの大著を出し､フランスとアメリ

カでベストセラーになっています｡明らかにマルクスの『資本

論』を意識して書かれたもののようです。 

  大変勉強になると思われますので､元慶應義塾大学教授 

赤木昭夫さんの雑誌 世界 2014 年８月号に掲載された ｢ピケ

ティ･パ二ック『21 世紀の資本論』は予告する｣の要点をご紹介

させていただきます。 

 15 年間にわたってー貫してピケティは､盟友のアトキンソン

(英オックスフォード大)やサエズ(カリフォルニア州立大)たちと

ともに､国際的な新進気鋭の研究者の協カネットワークを組織

し､介在の総体は｢資本と収入との関係｣を中心に分析すべきと

狙いを定め､データの集積と検討に努め､結果を本書に纏めて

います｡古くは 17世紀から､広<は日本も含め 20 を超える国々

から､資本と収入(税金)のデータを集め､エクセルによる

WTID(ワールド･トップ･インカムズ･データベース)を構築し､研

究のために公開しています。       

 マルクスはデータよりも理論にたよって結論を導くのに急で､

無限の資本の蓄積､そのための競争による利子率の低下､それ

を埋めるための搾取の強化､労働者の決起へと歴史の筋道を

説いていますが､利子率の低下は結果的に誤りであったと､ピ

ケティは明言しています。 

 『 21世紀の資本論 』でピケティが指摘したことを纏めると､次

のようです。 

① 格差の激化で深まる右傾化 

 富裕層はいよいよ富み､貧困層はいよいよ貧しくなり、不平等

が重大化してきた｡だが､まだ多数を占める貧困層が､変革を叫

んで立ち上がるには至らない｡その前段階が右傾化である｡ 

主導するのは､体制の巨悪をはぐらかされ､浮かばれないのは

下層救済の負担のためと思いこまされた中間層であり、彼らは

変革よりも旧態の安穏を求める｡それにたいし彼らの意を迎え

ようと､保守もどきの政権がポピﾕ.リズムヘ傾き､行き詰まれば､

ファシズムを呼び込みかねない。 

 ふりかえると､2014 年前半の日本を含め世界の主なニュース

は､右傾化がらみであったと総括される。 

② 21世紀末の世界を予告する 

 重大な政治的反作用がなく､金融の地球化が続けば､2100 年

には､資産保有者がー方的に富み､不平等が現在よりも激化す

る｡第一に資産に対する税引き後の利率は４パーセント強が続

くからである｡第二に(資産の大きさの尺度になる収入､その伸

ぴに相当する)経済の年成長率は、現在の３パーセントから半

分の１．５パーセントに低下するからである｡第一の要因と第二

の要因の差がますます広がり､不平等を強める｡いずれも世界

的にならした数値である。 

 第一については､利率は必然ではなく、長期的には､歴史的

な社会的な政治的な力関係で決定されるためである｡これから

も国際的規制が弱く金融工学が幅を利かす現在の状態が続

き､利率が相変わらず操作され高く保たれるからである｡第ニに

ついては､もっぱら(収入すなわち経済成長で重きを占める先

進国)人口滅少のためであり､さらに技術の停滞も作用するから

である。 

 ピケティの自説にたいする確信は何に基づくのか｡第一に､

歴史的事実である資産と収入のデ一タから出発する。第二に､

それらを縦横に検討することを通じて､わかりやすく､かつ決

定的な資産と収入の関係を見出す｡第三に､関係の推移か

ら､関係の推移の原理､それから派生する法則を引き出す｡

第四に､それらによって歴史的経過が説明できるかどうかを

確かめる｡その上で第五に､法則に従って将来の推移を予測

する。 

  第一から第四までを､時代や地域を変えて､いく通りも検

討を重ね､方法が正しく有効かを確かめる。―例として､仏

英･米･日について､資産の大きさの指数としての収入との

比､つまり、それぞれの国の総資産をＧＤＰで割った値の変

化に注目する｡資産が収入の何倍であったかという関係の

推移が､そこに端的に顕れる。 

 

 

 

 

 

 ｢利益率(r)は常に成長率(g)より大である｣を法則として定立

する(ピケティの第二法則r＞g)。 

この捉えやすい二つの変数の関係のみから 21 世紀の後半

の富の不平等を予告できるのである。 

③世界経済に停滞の兆候 

 ピケティが予告する21世紀末の暗さ､経済的な不平等のた

めの民主主義の後退､社会階層の流動性(ソーシャル･モビリ

ティ)の低下､意欲喪失による競争の不振などの兆候は､すで

に経済停滞(スタグネーション)として､ごく最近まで好調と思

われてきたドイツ､中国､オーストラリアでもうかがわれる｡しか

し停滞はこれら三か国に限られない。 

 日本のアベノミックスは､庶民にとっては、円安､石油などの

値上がり､増税でインフレ､かつ収入は伸びず､デフレ脱却ど

ころか､厄介なスタグフレーションと化しつつある。 

 

④世界共通資産税の提案 

 世界を暗くする富の集中による不平等の激化を防ぐため、

ピケティは世界共通の資産税を提案する｡20 世紀の発明は

社会民主制と累進課税による富の再分配であったが｡20 世

紀の最後の 20年間にそれが覆されたので､立ちなおさせる

ため､21世紀には少なくとも世界共通資産税によって富の再

分配を志向するのが当然なのである。 

 それに逆行するのがタックス･ヘイヴンや投資を呼び込もう

とする企業減税に他ならない。日本の財界や現政権はそう

した逆行に加担する｡脱税と節税をどこかが許せば､公平な

競争は成立しない｡だから､世界のどこにも抜け穴がない､世

界共通の資産課税が望まれる。 

 

⑤アメリカ的経済学への批判 

 視野を広くして歴史的に見通し､斬新で啓示的な洞察を得

る｡これがピケティの学風である。 

 それとは対照的に最近のアメリカの経済学に対して､ピケ

ティは､｢歴史的研究を犠牲にしての、数学､そしてただ理論

的な､しばしば高度にイデオロギー的なスペキュレーション

にたいする､子供じみた情熱を克服しなければならない ｣ 

ときびしく批判する。 

                ＜次号に続く＞ 

 

 



No．２６４（４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

４月の囲碁愛好会 ４月１３日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

４月の将棋愛好会  

４月の麻雀愛好会 
４月９日（木）２４（金） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 4/7 日、22 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

４月の 
グラウンドゴルフ例会 

４月２１日（月）９：３０ 
（集合 ９：１５） 

利根ＧＧ場 
（会費：無料） 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第７０回ゴルフ愛好会 

（記念大会） 
４月９日（木） 城山カントリー 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

５月のカラオケ月例会 ５月１１日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 5 月 1 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

５月の 

パソコンサークル 
５月１１日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

５月の幹事会（※） ４月２８日（水） １３：３０ 労組会議室 
※総会準備や連休等の関係で

前倒し実施します。 

４月の編集委員会 
４月２０日（月）  

１３：３０ 
労組会議室 
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編
集
後
記 

･

幹
事
研
修
会
は
有
意
義
な
討
議
が
行
わ

れ
、
総
会
を
前
に
い
い
問
題
提
起
が
出
来

た
よ
う
に
思
う
。
日
頃
会
の
運
営
の
た
め

に
時
間
を
さ
い
て
骨
身
惜
し
ま
ず
が
ん
ば

っ
て
く
れ
て
い
る
役
員
・
幹
事
の
皆
さ
ん

に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
今
年
の
総
会
も
昨
年
に
続
き
５
月
に
ず

れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
会
社
の
都
合
で
や

む
を
え
な
い
が
、
今
年
は
統
一
選
挙
も
あ

っ
て
ど
こ
で
も
あ
わ
た
だ
し
い
よ
う
だ
。 

・
ホ
ー
ム
機
器
Ｏ
Ｂ
会
（
菱
花
会
）
と
の

交
流
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
を
三
月
二
十
一
日

尾
島
行
政
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。
大
変

盛
上
り
、
会
員
手
作
り
で
こ
こ
ま
で
出
来

る
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
る
価
値
あ
る
イ

ベ
ン
ト
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
歌
は
元
気

を
与
え
て
く
れ
る
。 

 
 

 
(
 

篠
崎 

)
 

加藤 忠策さん（享年７２歳） 

２月２３日にご逝去されました。  
ご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 


